
新
下

水
道

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

（
概

要
）

〇
「

下
⽔

道
政

策
研

究
委

員
会

」
（

委
員

⻑
：

東
京

⼤
学

花
⽊

教
授

）
の

審
議

を
経

て
、

平
成

２
６

年
７

⽉
「

新
下

⽔
道

ビ
ジ

ョ
ン

」
を

策
定

。

別
紙

〇
「

新
下

⽔
道

ビ
ジ

ョ
ン

」
は

、
国

内
外

の
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
、

下
⽔

道
の

使
命

、
⻑

期
ビ

ジ
ョ

ン
、

及
び

、
⻑

期
ビ

ジ
ョ

ン
を

実
現

す
る

た
め

の
中

期
計

画
（

今
後

１
０

年
程

度
の

⽬
標

及
び

具
体

的
な

施
策

）
を

提
⽰

。

持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

下
⽔
道
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
0
0

下
⽔
道
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
0
0

〇⼈
⼝減

少・
⾼齢

化の
進⾏

強
靱
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

（
R

ili
t）

持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

（
Su

st
ain

ab
le 

De
ve

lop
m

en
t）

循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献

（
Ne

xu
s）※

〇
管理

時代
への

移⾏
（マ

ネジ
メン

ト元
年）

・
財

政
・

⼈
材

の
制

約
・

イ
ン

フ
ラ

の
⽼

朽
化

〇
⼤規

模災
害の

発⽣
リス

クの
増⼤

〇
地球

温暖
化に

よる
気候

変動
に伴

う影
響

こ れ ま で のこ れ ま で の

社 会 経 済 情社 会 経 済 情

新 た な 下 水

下
⽔
道
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
0
0

（
H1

7.
9⽉

策
定

）
＆

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

（
H1

9.
6⽉

策
定

）

下
⽔
道
ビ
ジ
ョ
ン
2
1
0
0

（
H1

7.
9⽉

策
定

）
＆

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

（
H1

9.
6⽉

策
定

）
強
靱
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

（
Re

sil
ien

t）

新
た
な
価
値
の
創
造
に
貢
献

（
In

no
va

tio
n）

国
際
社
会
に
貢
献

（
Gl

ob
al）

〇
国際

的な
⽔ビ

ジネ
ス市

場の
拡⼤

〇
地球

温暖
化に

よる
気候

変動
に伴

う影
響

〇
⽔・

資源
・⾷

料・
エネ

ルギ
ー
需給

の
ひっ

迫

⽔
の
み
ち

資
源
の
み
ち

循
環
の
み
ち
下
水
道

「
排

除
・

処
理

」
か

ら
「

活
⽤

・
再

⽣
」

へ
下 水 道 政 策下 水 道 政 策

情 勢 の 変 化情 勢 の 変 化

水 道 の 使 命

施
設
再
⽣

〇
成⻑

戦略
・技

術⾰
新の

進展

（
※

）
N
e
xu
s（
ネ
ク
サ

ス
）
：
連

結
、
連

鎖
、
繋

が
り

〇
国際

的な
⽔ビ

ジネ
ス市

場の
拡⼤

⽔
の
み
ち

資
源
の
み
ち

施
設
再
⽣ 新

下
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
：

「
循

環
の
み
ち
下

水
道

」
の
成

熟
化

■
健

全
な

⽔
環

境
の

創
造

「
循

環
の
み
ち
下

水
道

」
の
進
化

「
循

環
の
み
ち
下

水
道

」
の
持

続

■
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
⽴

貢
献
分
野
等
の
広
が
り

持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

強
靱

な
社

会
の

構
築

に
貢

献
新

た
な

価
値

の
創

造
に

貢
献

国
際

社
会

■
⽔

・
資

源
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

集
約

・
⾃

⽴
・

供
給

拠
点

化
■

汚
⽔

処
理

の
最

適
化

■
⾬

⽔
管

理
の

ス
マ

ー
ト

化

■
ク

ラ
イ

シ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
確

⽴

■
国

⺠
理

解
の

促
進

と
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上

構
築

に
貢

献
循

環
型

社
会

の
構

築
に

貢
献

国
際

社
会

に
貢

献

進
化

平
常

時
・
非

常
時
に
お
け
る

適
切

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

■
⾬

⽔
管

理
の

ス
マ

ト
化

■
世

界
の

⽔
と

衛
⽣

、
環

境
問

題
解

決
へ

の
貢

献
■

国
際

競
争

⼒
の

あ
る

技
術

開
発

と
普

及
展

開

国
⺠

理
解

促
進

と
プ

レ
ン

ス
向

上

■
下

⽔
道

産
業

の
活

性
化

・
多

様
化

時
代

持
続

wb5203
資料1



【
第

１
章

】
新

下
水

道
ビ

ジ
ョ
ン

策
定

の
背

景
と

目
的

国
民

生
活

や
経

済
活

動
を

支
え

る
下

水
道

⽔
は

⽣
命

の
源

で
あ

り
、

絶
え

ず
地

球
上

を
循

環
し

な
が

ら
、

⼈
々

の
⽣

活
を

⽀
え

、
潤

い
を

与
え

る
と

と
も

に
、

産
業

や
⽂

化
の

発
展

の
礎

に
な

る
、

他
に

代
わ

り
を

求
め

る
こ

と
の

で
き

な
い

極
め

て
重

要
な

資
源

で
あ

る
。

こ
の

貴
重

な
⽔

の
循

環
の

⼀
端

を
⽀

え
て

い
る

の
が

下
⽔

道
。

下
⽔

道
は

、
⽔

の
循

環
を

と
お

し
て

、
⼈

々
の

衛
⽣

的
で

快
適

な
⽣

活
環

境
を

⽀
え

、
河

川
、

湖
沼

、
海

洋
等

の
⽔

環
境

を
⽔

質
汚

濁
等

か
ら

守
っ

て
い

る
。

今
⽇

の
下

⽔
道

は
、

「
⼈

」
、

「
モ

ノ
」

、
「

カ
ネ

」
の

⾯
で

の
制

約
（

例
え

ば
、

「
ベ

テ
ラ

ン
の

⼤
量

退
職

と
体

制
縮

⼩
」

「
施

設
の

⽼
朽

化
」

「
投

資
縮

⼩
」

な
ど

）
が

時
間

の
経

過
と

と
も

に
静

か
に

し
か

し
確

実
に

そ
の

深
刻

度
を

増
し

て
お

り
そ

の
持

続
可

能
性

の
危

機
を

迎
え

て
い

る

迫
り

来
る

危
機

さ
ら

に
、

都
市

等
に

降
っ

た
⾬

⽔
を

速
や

か
に

排
除

し
⼜

は
貯

留
す

る
こ

と
に

よ
り

、
⼈

々
の

⽣
命

・
財

産
を

浸
⽔

被
害

か
ら

守
っ

て
い

る
。

⼩
」

な
ど

）
が

、
時

間
の

経
過

と
と

も
に

、
静

か
に

、
し

か
し

確
実

に
そ

の
深

刻
度

を
増

し
て

お
り

、
そ

の
持

続
可

能
性

の
危

機
を

迎
え

て
い

る
。

こ
の

状
況

を
⾒

過
ご

せ
ば

、
い

つ
の

⽇
か

事
業

の
継

続
は

困
難

と
な

り
、

下
⽔

道
シ

ス
テ

ム
に

基
本

的
に

は
有

効
な

代
替

⼿
段

は
な

い
た

め
、

汚
⽔

の
溢

⽔
や

⽔
道

⽔
源

の
汚

染
等

に
よ

る
感

染
症

の
発

⽣
や

⽔
道

供
給

の
停

⽌
、

河
川

や
海

域
の

⽔
環

境
汚

染
や

そ
れ

に
伴

う
⽔

産
業

や
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

活
動

、
⽣

態
系

へ
の

被
害

、
都

市
に

お
け

る
浸

⽔
被

害
、

管
渠

の
破

損
に

伴
う

道
路

陥
没

事
故

等
、

国
⺠

の
⽣

活
や

経
済

活
動

に
⼤

き
な

⽀
障

を
き

た
し

、
⼈

命
や

財
産

が
失

わ
れ

る
な

ど
甚

⼤
な

被
害

を
与

え
る

こ
と

と
な

る
。

甚
被

与

⾼
度

成
⻑

期
以

降
、

都
市

化
の

進
展

、
産

業
の

発
達

等
に

伴
う

衛
⽣

問
題

や
⽔

環
境

問
題

を
解

決
す

る
た

め
、

下
⽔

道
施

設
を

短
期

間
で

整
備

し
、

そ
れ

ら
を

安
定

的
に

管
理

運
営

し
て

き
た

経
験

か
ら

培
わ

れ
た

技
術

⼒
や

組
織

・
⼈

材
が

豊
富

に
蓄

積
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
東

⽇
本

⼤
震

災
等

の
⼤

規
模

災
害

か
ら

得
た

教
訓

や
⼈

⼝
減

少
へ

の
対

応
策

な
ど

世
界

に
も

先
ん

じ
た

知
⾒

を
有

す
る

豊
か

な
国

民
生

活
の

実
現

に
資

す
る

た
め

の
下

水
道

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

ま
た

、
東

⽇
本

⼤
震

災
等

の
⼤

規
模

災
害

か
ら

得
た

教
訓

や
、

⼈
⼝

減
少

へ
の

対
応

策
な

ど
、

世
界

に
も

先
ん

じ
た

知
⾒

を
有

す
る

。
→

こ
れ

ら
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

や
叡

智
を

活
か

す
こ

と
に

よ
り

、
世

界
の

下
⽔

道
の

リ
ー

ダ
ー

と
な

り
、

我
が

国
の

国
際

的
な

プ
レ

ゼ
ン

ス
向

上
に

も
貢

献
可

能
さ

ら
に

は
、

下
⽔

汚
泥

等
の

地
域

資
源

を
最

⼤
限

活
⽤

す
る

こ
と

で
、

地
域

に
お

け
る

⽔
・

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

循
環

の
要

と
な

る
と

と
も

に
、

下
⽔

道
分

野
を

越
え

て
⾷

料
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
等

に
も

貢
献

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

新
下

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

の
目

的
○

こ
の

「
新

下
⽔

道
ビ

ジ
ョ

ン
」

は
、

上
述

の
危

機
と

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
踏

ま
え

、
「

今
」

が
ま

さ
に

「
危

機
を

好
機

に
変

え
る

最
初

で
最

後
の

チ
ャ

ン
ス

」
で

あ
る

と
捉

え
、

危
機

を
好

機
に

変
え

る
た

め
の

基
本

⽅
針

と
し

て
策

定
す

る
。

○
本

ビ
ジ

ン
は

下
⽔

道
事

業
の

現
状

と
課

題
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

や
将

来
を

⾒
通

し
た

上
で

下
⽔

道
の

「
使

命
」

を
改

め
て

⾒
直

し
「

使
命

」
を

達
○

本
ビ

ジ
ョ

ン
は

、
下

⽔
道

事
業

の
現

状
と

課
題

、
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

や
将

来
を

⾒
通

し
た

上
で

、
下

⽔
道

の
「

使
命

」
を

改
め

て
⾒

直
し

、
「

使
命

」
を

達
成

す
る

た
め

の
⻑

期
的

な
未

来
像

と
し

て
「

ビ
ジ

ョ
ン

」
を

描
き

、
「

ビ
ジ

ョ
ン

」
を

達
成

す
る

た
め

の
中

期
的

な
⽬

標
と

施
策

を
明

確
化

す
る

も
の

。
○

こ
の

「
ビ

ジ
ョ

ン
」

に
描

い
た

未
来

像
の

実
現

に
向

け
て

は
、

地
⽅

公
共

団
体

、
公

的
機

関
、

⺠
間

企
業

、
⼤

学
・

研
究

機
関

、
国

、
国

⺠
等

、
全

て
の

関
係

主
体

が
本

ビ
ジ

ョ
ン

を
共

有
し

、
適

切
な

役
割

分
担

の
下

、
「

チ
ー

ム
・

下
⽔

道
ジ

ャ
パ

ン
」

と
し

て
⼀

丸
と

な
っ

て
⾏

動
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

4



【
第

１
章

～
第

３
章

】
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

と
新

た
な

下
水

道
の

使
命

イ
ン

ラ
を

取
り

巻
く

持
続

的
発

展
が

可
能

な
社

会
の

（１
）人

口
減

少
・高

齢
化

の
進

行

イ
ン

フ
ラ

を
取

り
巻

く
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

現
在

の
下

水
道

政
策

究
極

の
使

命

展
構

築
に

貢
献

（S
us

ta
in
ab

le
D
ev

el
op

m
en

t）
（２

）財
政

・人
材

の
制

約

（３
）イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化

下
⽔
道
ビ
ジ
ョ
ン
21
00

（
H1

7.
9⽉

策
定

）
＆

下
⽔
道
中
期
ビ
ジ

ン

循
環

の
み

ち
下

水
道

循
環

型
社

会
の

構
築

に
貢

献
（N

ex
us

）※

（４
）国

民
意

識
の

変
化

（豊
か

な
水

環
境

、
防

災
・減

災
意

識
の

高
ま

り
）

（５
）大

規
模

災
害

の
発

生
リ

ス
ク

の

下
⽔
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

（
H1

9.
6⽉

策
定

）
４ つ

循
環

の
み

ち
下

水
道

「
排

除
・

処
理

」
か

ら
「

活
⽤

・
再

⽣
」

へ

（N
ex

us
）※

強
靱

な
社

会
の

構
築

に
貢

献

増
大

（６
）地

球
温

暖
化

に
よ

る
気

候
変

動
に

伴
う

影
響

つ の 具 体

新
た

な
価

値
の

創
造

に
貢

献

（R
es

ilie
nt

）

（８
）成

長
戦

略
へ

の
シ

フ
ト

（７
）水

・資
源

・食
料

・エ
ネ

ル
ギ

ー
需

給
の

ひ
っ

迫

体 的 使 命

⽔
の
み
ち

資
源
の
み
ち

貢
献

（I
nn

ov
at

io
n）

施
設
再
⽣

国
際

社
会

に
貢

献
（１

０
）国

際
的

な
水

ス
ト
レ

ス
の

増
大

と
水

ビ
ジ

ネ
市

場
拡

大

（８
）成

長
戦

略
の

シ
フ

ト

（９
）技

術
革

新
の

進
展

命
資
源
の
み
ち

5

施
設
再

（G
lo
ba

l）
水

ビ
ジ

ネ
ス

市
場

の
拡

大

※
N

ex
us

（
ネ

ク
サ

ス
）
：
連

結
、

連
鎖

、
繋

が
り



【
第

３
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】
下

水
道

が
果

た
す

べ
き

使
命

持
続

的
発

展
が

可
能

な
社

会
の

構
築

に
貢

献
（
S

b
l

D
l

）
持

続
的

発
展

が
可

能
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

（
S
u
st

ai
n
ab

le
 D

e
ve

lo
p
m

e
n
t）

下
水

道
の

有
す

る
多

様
な

機
能

の
社

会
へ

の
持

続
的

な
提

供
を

と
お

し
て

、
健

全
で

恵
み

豊
か

な
環

境
が

地
球

規
模

か
ら

身
近

な
地

域
に

わ
た

っ
て

保
全

さ
れ

る
と

と
も

に
、

い
か

な
る

時
も

国
民

一
人

一
人

の
安

全
・
安

心
な

暮
ら

し
が

守
ら

れ
、

活
力

・
魅

力
あ

る
地

域
社

会
の

形
成

と
持

続
的

な
経

済
成

長
が

実
現

す
る

社
会

の
構

築
に

貢
献

す
る

。

循
環

型
社

会
の

構
築

に
貢

献
（
N

e
xu

s※
）

下
水

道
が

有
す

る
水

・
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

循
環

の
機

能
を

持
続

的
か

つ
能

動
的

に
発

揮
し

て
い

く
こ

と
で

、
地

域
・
世

代
を

超
え

て
、

水
・
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
量

的
・
質

的
に

健
全

に
循

環
さ

せ
る

社
会

の
構

築
に

貢
献

す
る

的
に

健
全

に
循

環
さ

せ
る

社
会

の
構

築
に

貢
献

す
る

。

（
※

）
N

e
xu

s（
ネ

ク
サ

ス
）
：
連

結
、

連
鎖

、
繋

が
り

強
靱

な
社

会
構

築
に

貢
献

（
R

e
si

lie
n
t）

下
水

道
が

有
す

る
汚

水
の

収
集

・
処

理
、

雨
水

の
排

除
ま

た
は

貯
留

と
い

っ
た

機
能

を
平

常
時

は
も

と
よ

り
、

大
規

模
災

害
（
地

震
、

津
波

、
異

常
豪

雨
等

）
時

に
お

い
て

も
強

く
し

な
や

か
に

発
揮

し
、

持
続

的
に

提
供

す
る

こ
と

を
通

じ
、

国
民

の
健

康
・
生

命
・

財
産

及
び

経
済

活
動

を
保

護
・
保

全
す

る
強

靱
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

す
る

。

新
た

な
価

値
の

創
造

に
貢

献
（
In

n
o
va

ti
o
n
）

下
水

道
が

有
す

る
膨

大
な

ス
ト

ッ
ク

や
情

報
、

質
・
量

と
も

に
安

定
し

た
水

・
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

な
ど

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

、
幅

広
い

分
野

と
の

連
携

を
深

め
つ

つ
活

か
し

て
い

く
こ

と
で

、
新

し
い

価
値

を
創

造
す

る
社

会
の

構
築

に
貢

献
す

る
。

国
際

社
会

に
貢

献
（
G

lo
b
al

）
国

際
社

会
に

貢
献

（
G

lo
b
al

）
我

が
国

が
培

っ
た

下
水

道
の

技
術

や
経

験
を

活
か

し
、

世
界

の
水

問
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
国

際
的

な
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
を

通
じ

、
我

が
国

の
経

済
の

持
続

的
成

長
に

貢
献

す
る

。
6
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第
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】
３

．
長

期
ビ

ジ
ョ
ン

～
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

成
熟

化
～

○
下

水
道

の
使

命
に

鑑
み

「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
と

い
う

方
向

性
は

、
新

下
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
に

お
い

て
も

堅
持

す
る

。

新
た

な
下

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

：
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

成
熟

化

○
下

水
道

の
使

命
に

鑑
み

循
環

の
み

ち
下

水
道

」
と

い
う

方
向

性
は

、
新

下
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
に

お
い

て
も

堅
持

す
る

。
○

そ
の

上
で

、
使

命
を

実
現

す
る

た
め

の
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
と

し
て

「
『
循

環
の

み
ち

下
水

道
』
の

成
熟

化
」
を

図
る

た
め

、
『

「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

持
続

』
と

『
「

循
環

の
み

ち
下

水
道

」
の

進
化

』
を

二
つ

の
柱

に
位

置
づ

け
る

。

各
地

方
公

共
団

体
ご

と
の

使
命

お
よ

び
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

の
目

標
水

準
を

適
切

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
り

「
持

続
」
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

人
口

減
少

や
気

候
変

動
、

ＩＣ
Ｔ

等
の

技
術

革
新

等
を

踏
ま

え
、

ス
対

応
く

水
道

ポ
を

新
た

な
下

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

：
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

成
熟

化

『
循

環
の

み
ち

下
水

道
』
の

持
続

『
循

環
の

み
ち

下
水

道
』
の

進
化

水
準

を
、

適
切

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
り

「
持

続
」
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

も
の

。
※

既
存

の
取

組
の

現
状

維
持

を
目

指
す

こ
と

の
み

な
ら

ず
、

下
水

道
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
発

展
さ

せ
、

サ
ー

ビ
ス

の
安

定
性

や
効

率
性

な
ど

質
的

な
向

上
を

図
り

、
持

続

マ
ー

ト
に

対
応

し
て

い
く
こ

と
や

、
下

水
道

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

活
か

し
つ

つ
、

多
様

な
主

体
と

の
連

携
を

通
じ

、
分

野
や

地
域

を
越

え
て

社
会

へ
の

貢
献

範
囲

を
拡

大
さ

せ
て

い
く
こ

と
を

目
指

す
も

の
。

持
続

貢
献
分
野
等
の
広
が
り

持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

新
た

な
価

値
の

社 会 へ の 貢

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

の

持
続

進
化

持
続

適切
なマ

ネジ
メン

ト

適切
なマ

ネジ
メン

ト
強

靱
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

循
環

型
社

会
の

構
築

に
貢

献

新
た

な
価

値
の

創
造

に
貢

献
国

際
社

会
に

貢
献

進
化

貢 献 分 野 等 の 広 が り 貢 献 範 囲
適切

なマ
ネジ

メン
ト

目
標

水
準

進
化

持
続

持
続

持
続

進
化

平
常

時
・
非

常
時

に
お

け
る

適
切

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

り

時
代

時
代

7
<
 持

続
と

進
化

の
イ

メ
ー

ジ
>
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第

３
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】
３

．
（
１

）
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

持
続

（
１

）
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

持
続

（
１

）
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

持
続

○
平

常
時

・
非

常
時

と
も

に
絶

え
間

な
く
、

広
域

的
な

観
点

を
踏

ま
え

つ
つ

、
時

代
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
事

業
体

毎
の

最
適

な
下

水
道

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

○
「
管

理
・
運

営
」
の

時
代

に
適

し
た

人
・
モ

ノ
・
カ

ネ
が

一
体

と
な

っ
た

事
業

管
理

体
制

を
確

立
す

る

①
人

・モ
ノ

・カ
ネ

の
持

続
可

能
な

一
体

管
理

（ア
セ

ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）の

確
立

じ
た

事
業

体
毎

の
最

適
な

下
水

道
サ

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

○
「
管

理
・
運

営
」
の

時
代

に
適

し
た

、
人

・
モ

ノ
・
カ

ネ
が

一
体

と
な

っ
た

事
業

管
理

体
制

を
確

立
す

る
。

○
適

切
な

被
害

想
定

に
も

と
づ

く
防

災
減

災
を

推
進

す
る

と
い

う
考

え
方

の
も

と
ハ

ド
ソ

フ
ト

対
策

を
組

み
合

わ
せ

た
非

常
時

の
ク

ラ
イ

②
非

常
時

（
大

規
模

地
震

・
津

波
・
異

常
豪

雨
等

）
の

ク
ラ

イ
シ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
※

の
確

立

○
適

切
な

被
害

想
定

に
も

と
づ

く
防

災
・
減

災
を

推
進

す
る

と
い

う
考

え
方

の
も

と
、

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

対
策

を
組

み
合

わ
せ

た
非

常
時

の
ク

ラ
イ

シ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
確

立
す

る
。

③
国

民
理

解
の

促
進

と
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上

※
本

ビ
ジ

ョ
ン

で
は

「
ク

ラ
イ

シ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
は

非
常

時
の

危
機

管
理

行
動

の
み

な
ら

ず
、

こ
れ

ら
の

行
動

を
決

定
す

る
上

で
重

要
な

要
素

と
な

る
ハ

ー
ド

対
策

を
含

め
た

概
念

と
す

る
。

○
国

民
1人

1人
に

と
っ

て
、

下
水

道
が

「
自

分
ゴ

ト
化

」
さ

れ
た

社
会

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

下
水

道
ブ

ラ
ン

ド
の

確
立

と
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
を

目
指

す
。

③
国

民
理

解
の

促
進

と
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上

○
民

間
企

業
が

下
水

道
事

業
の

市
場

を
見

据
え

、
戦

略
的

に
自

ら
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
構

築
し

、
地

方
公

共
団

体
や

公
的

機
関

等
に

よ
る

下
水

道
管

理
者

の
視

点
か

ら
の

適
切

な
業

務
評

価
を

受
け

つ
つ

、
持

続
可

能
な

事
業

運
営

に
よ

り
積

極
的

に
参

画
す

る
。

④
下

水
道

産
業

の
活

性
化

・
多

様
化

○
民

間
企

業
の

強
み

を
活

か
す

と
と

も
に

、
革

新
的

技
術

の
活

用
等

に
よ

り
、

常
に

最
適

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

を
開

拓
し

て
い

く
。

8
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】
３

．
（
２

）
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

進
化

（
１

/
２

）

（２
）

「循
環

の
み

ち
下

水
道

」の
進

化

○
地

域
に

お
け

る
水

・
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
最

適
な

循
環

、
お

よ
び

都
市

に
お

け
る

浸
水

リ
ス

ク
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

「
要

」
と

な
る

と
と

も
に

、
下

水
道

施
設

に
お

い
て

も
エ

ネ
ル

ギ
ー

的
に

自
立

す
る

。

水
道

ポ
を

多
様

な
主

体
連

携
を

食
料

資
ギ

（２
）

「循
環

の
み

ち
下

水
道

」の
進

化

○
下

水
道

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

活
か

し
た

多
様

な
主

体
と

の
連

携
を

通
じ

、
食

料
、

資
源

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

等
の

多
様

な
分

野
に

下
水

道
の

貢
献

範
囲

を
拡

大
し

て
い

く
。

○
日

本
の

枠
を

超
え

、
世

界
の

水
問

題
の

解
決

と
水

ビ
ジ

ネ
ス

市
場

の
獲

得
を

図
る

。

○
下

水
道

が
能

動
的

に
水

量
・
水

質
を

管
理

し
、

地
域

に
望

ま
れ

る
水

環
境

を
創

造
す

る
。

①
健

全
な

水
環

境
の

創
造

○
下

水
道

が
能

動
的

に
水

量
水

質
を

管
理

し
、

地
域

に
望

ま
れ

る
水

環
境

を
創

造
す

る
。

○
リ

ス
ク

物
質

を
適

正
に

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

と
と

も
に

、
保

有
す

る
流

入
水

質
情

報
を

活
用

し
て

感
染

症
拡

大
を

防
止

す
る

な
ど

地
域

に
貢

献
で

き
る

下
水

道
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

②
水

資
源

エ
ネ

ル
ギ

の
集

約
自

立
供

給
拠

点
化

○
再

生
水

、
バ

イ
オ

マ
ス

で
あ

る
下

水
汚

泥
、

栄
養

塩
類

、
下

水
熱

に
つ

い
て

下
水

道
シ

ス
テ

ム
を

集
約

・
自

立
・
供

給
拠

点
と

す
る

。
○

従
来

の
下

水
道

の
枠

に
と

ら
わ

れ
ず

に
、

水
・
バ

イ
オ

マ
ス

関
連

事
業

と
の

連
携

・
施

設
管

理
の

広
域

化
、

効
率

化
を

実
現

す
る

。

②
水

・資
源

・エ
ネ

ル
ギ

ー
の

集
約

・自
立

・供
給

拠
点

化

○
全

て
の

国
民

が
最

も
基

本
的

な
イ

ン
フ

ラ
で

あ
る

汚
水

処
理

施
設

に
早

期
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
人

口
減

少
に

も
柔

軟
に

対
応

可
能

な
シ

ス
テ

ム
へ

と
進

化
さ

せ
る

③
汚

水
処

理
の

最
適

化

に
対

応
可

能
な

シ
ス

テ
ム

へ
と

進
化

さ
せ

る
。

○
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

・
汚

泥
処

分
量

削
減

・
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
に

よ
り

、
環

境
に

配
慮

し
た

汚
水

処
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

図
る

。
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【
第

３
章

】
３

．
（
２

）
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

進
化

（
２

/
２

）

○
気

候
変

動
に

よ
る

豪
雨

の
頻

発
、

放
流

先
の

海
水

面
の

上
昇

等
の

リ
ス

ク
に

対
す

る
適

応
策

と
し

て
、

賢
く
・
粘

り
強

い
効

果
を

発
揮

す
る

④
雨

水
管

理
の

ス
マ

ー
ト
化

○
気

候
変

動
に

よ
る

豪
雨

の
頻

発
、

放
流

先
の

海
水

面
の

上
昇

等
の

リ
ス

ク
に

対
す

る
適

応
策

と
し

て
、

賢
く

粘
り

強
い

効
果

を
発

揮
す

る
ハ

ー
ド

、
ソ

フ
ト

、
自

助
を

組
み

合
わ

せ
た

総
合

的
な

浸
水

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
を

活
用

し
、

浸
水

に
対

し
て

安
全

・
安

心
な

社
会

を
実

現
す

る
。

○
雨

水
管

理
の

一
環

と
し

て
、

ま
ち

づ
く
り

と
連

携
し

て
雨

水
貯

留
・
浸

透
及

び
雨

水
利

用
等

を
積

極
的

に
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、

気
候

変
動

等
を

踏
ま

え
た

渇
水

・
豪

雨
に

も
耐

え
う

る
強

い
都

市
に

再
構

築
す

る
。

を
踏

ま
え

た
渇

水
豪

雨
に

も
耐

え
う

る
強

い
都

市
に

再
構

築
す

る
。

○
放

流
先

水
域

の
利

活
用

状
況

に
応

じ
た

雨
天

時
水

質
管

理
を

実
施

し
、

雨
天

時
に

お
け

る
公

衆
衛

生
上

の
リ

ス
ク

を
最

小
化

す
る

。

⑤
世

界
の

水
と

衛
生

、
環

境
問

題
解

決
へ

の
貢

献

○
日

本
の

技
術

と
経

験
を

活
か

し
、

諸
外

国
に

お
け

る
持

続
可

能
な

下
水

道
事

業
の

実
現

に
貢

献
す

る
。

○
本

邦
企

業
の

下
水

道
整

備
・
運

営
案

件
の

受
注

件
数

（
金

額
）
を

飛
躍

的
に

増
大

さ
せ

、
本

邦
企

業
の

水
メ

ジ
ャ

ー
化

を
推

進
す

る
。

⑤
界

、
環

問
解

決
貢

○
『
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
」
の

成
熟

化
』
の

実
現

を
支

え
、

加
速

さ
せ

る
技

術
を

開
発

し
、

そ
れ

ら
技

術
を

円
滑

か
つ

迅
速

に
全

国
、

さ
ら

に
は

海
外

に
普

及
さ

せ
る

。

⑥
国

際
競

争
力

の
あ

る
技

術
の

開
発

と
普

及
展

開
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